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社団法人兵庫県獣医師会は、「９５年宣言」に則り、

人と動物が共存できる環境を大切にし、人々がうるお

いあのある豊かな生活を楽しむことができる社会づ

くりに積極的に取り組み、社会的使命を果たすことを

誇りとする組織でありたいと考えています。 



 



巻頭言 

近畿地区連合獣医師大会、学会の開催 

社団法人兵庫県獣医師会 
会長 立 田  壽 

すっかり秋めいて参りましたが、会員各位には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

9月1日 小雨の降る中、近畿地区の獣医師が集う、「近畿地区連合獣医師大会ならびに獣医学術近畿地区

学会」が、学問の香り色濃く漂う大阪府立大学中百舌鳥キャンパスにおいて同時開催されました。当会からは昨

年度よりも出席者の増加があり、喜びとするところです。 

「大阪府大」は近畿エリアにおいて唯一の獣医学教育機関として、優秀な人材を輩出される一方で、我々獣

医師の学術研鑽に対して深いご理解とご協力並びにご指導を頂いています。大学の関係者の方々に対し、改

めて深く感謝するところです。 

今年度の学会には、近畿地区の新たな取り組みとして、野生鳥獣保護並びに災害時動物救護について、そ

れぞれ情報交換が熱心に行なわれるとともに、三学会には当会から20題の研究発表がありました。産業動物学

会では2題が優秀賞、3題が奨励賞に、小動物学会では1題が優秀賞、2題が奨励賞について受賞されました。

受賞された方々には日ごろのご努力に敬意を表し、今後ますますのご活躍を期待申し上げますとともに、当会

に希望を持って新たに入会されている若い方々等に対して、こうした場で活躍出来るよう、親しくご指導をお願

いしたいと思います。 

さて、平成26年度の獣医学術近畿地区学会と近畿地区連合獣医師大会は、兵庫県獣医師会が担当獣医師

会として平成26年10月12日に開催を予定しております。開催準備は既に始まっていますが、会員各位のご協

力なくして開催できるものではありません。学会、大会の運営はもとより、研究発表、大会への参加出席につい

てご協力をよろしくお願い申し上げます。

 

 

近連大会・学会に参加して 

 

事務局理事 長谷川 哲也 

 

平成 25 年度の近畿地区連合獣医師大会が大阪

府立大学中百舌鳥キャンパスにおいて、前日は台風

17 号の接近、翌日は警報発令というなか、一時的な

大雨はありましたが全体として奇跡的に小雨降るだけ

にとどまった 9 月 1 日(日)に開催されました。大会へ

の参加人数は別表のとおり昨年（京都市）より若干減

少していましたが、近畿地区学会との参加者総数に

おいて増加していました。 

今年度の新たな取り組みとして、野生鳥獣と大規

模災害に対するシンポジウム（情報交換会）が開催さ

れたことと、学会におけるいくつかの講演会や一般口

演についてデジタル配信の実地試験が試みられまし

た。 

近年では鳥インフルエンザやSFTSを始めとする野

生動物介在伝染病の発生に伴った風評、憶測による

二次被害、三次被害に接することもままありました。

正しい情報の公開と共有を図るためには、このような

取り組みは、今後ますます重要になる我々共通の課

題なのだと思います。 

来年度は兵庫県の担当となります。より良い未来を

構築するために良い準備をさせていただきたいと存

じます。よろしくお願いいたします。 

 

大会参加者数 学会参加者数 

獣医師会 計 
産業

動物 

小動

物 

公衆

衛生 
計 

兵庫県 45 32 32 9 73 

滋賀県 7 10 14 10 34 

京都府 11 21 16 7 44 

大阪府 12 26 46 20 92 

奈良県 11 8 14 4 26 

和歌山県 14 12 14 7 33 

大阪市 13 0 21 8 29 

神戸市 9 2 16 2 20 

京都市 4 2 16 4 22 

三重県 43 16 34 11 61 

合計 169 129 223 82 434 

前年比 -16 30 23 6 59 



特別シンポジウム-1 

野生動物の保護と共生に関する情報

交換会に参加して 

西播支部 寺田 利史 
第 91 回近畿地区連合獣医師大会において、野生

動物の保護対策と共生について討論会が開催されま

した。これは県境を越えた広域レベルで対応すべき

に事案における情報交換会です。今回は初会合とい

うことで、野生鳥獣の救護活動について各獣医師会

の取り組み状況と課題が話し合われました。 
これまで野生動物は基本的に「守るべき存在」と

位置づけられていましたが、近年野生鳥獣は農林業

被害を拡大し、生物多様性や自然環境の保全に対し

て脅威で、人や家畜・家禽への感染源となりうると

いった「リスクを内在させた存在」であるという認

識が増加しつつあり、野生動物対策に係わる理念の

転換が起きているということです。 

救護獣医師が事例に応じて治療・保護し、県が予

算化した事業に基づいて登録救護獣医師への治療費

配分が行われているのはどこも同じでした。問題点

としては、県農政環境部は環境省、農林事務所は農

水省であり、野生鳥獣に対するスタンスがかなり違

う。また、持ち込み者への対応と啓発、治療後の収

容施設がないなど一般市民からの持ち込み窓口とな

る各病院の負担が大きいなどの問題点の指摘が数多

くありました。 

奈良県では救護獣医師向けの「持ち込み者への対

応指針」といったマニュアルが策定されており、和

歌山県と京都市にはリハビリや復帰できない個体の

保護収容する二次救護施設が作られていました。ま

た、救護獣医師、ボランティアの技術講習会や実習

を行っている獣医師会も複数ありました。 

野生動物の棲息範囲は各県をまたがっています。ま

た収容施設の収容能力を大きくするために近畿一円

をカバーする大型施設も国に要望できればなどの意

見もありました。各自の職域、獣医師会が違えど、

野生動物の保護活動への熱い議論がなされ、最後に

来年も引き続きこのような意見交換会を行うことが

確認されました。 

 
 

特別シンポジウム-2 

大災害時の動物救護を考える 

西宮支部  水澤 栄雄 

 去る 9月 1日に行われた平成 25年度獣医学術近
畿地区学会の特別企画である情報交換会「大災害時

の動物救護活動と保護について」に、兵庫県代表の

ひとりとして参加した。 

 平成 7年の阪神淡路大震災以後も新潟中越地震や
東日本大震災など、わずか 20 年足らずの間にも日

本は幾度か大きな災害に見舞われてきた。また、温

暖化現象に起因する異常気象もここ数年来依然とし

て続いており、これら現状を顧みれば、人同様に動

物の救護対策に関しても、もはや待ったなしの状況

が眼前に差し迫りつつあることは明白である。     

その最中、近畿地区内であれ近隣の獣医師会が一堂

に集まり、各々現在の取り組みや今後の展望につい

て情報を交換し合えたことは、各会ともに今後検討

を重ねていく上での有意義な刺激となったに違いな

い。 

 
 当日は今大会の担当であった（公益社団法人）三

重県獣医師会を皮切りに順次プレゼン形式で進めら

れたが、充分に対策を整えている団体から未対応の

団体まで同じ地区内でも実情は場所により様々で、

未だ認識の程度すら大きく温度差があるように感じ

られた。 
 

 結果、各獣医師会とも「行政と獣医師会の連携強

化」および「緊急救護マニュアルの作成」をとりあ

えず急務とすることで話はまとまったが、明日にで

も起こりえる大災害を相手に、より早急の対処が求

められることは今さら言うまでもない。 

 

 
 

 
 

 
 

 
左から寺田先生、小林先生、田中先生 

 
 

 
 

 
 

 
 

左から水澤先生、三谷先生、小林先生 



 しかしその反面、たとえ優良な対策法を整備した

ところで、緊急事態を前に「万全」という表現など

は有り得ない。少なくとも駆使すべき肝心の人側に

もそれ相応の覚悟が備わっていなければ、それらは

しょせん「絵に描いた餅」で終わってしまう。その

ように考えると、獣医師一人々々が持つべき「使命

感」はもとより、獣医師会としての「団結力」が今

後何より問われることは必至と言えよう。 

 

獣医学術近畿地区学会 

優秀褒賞 3題 奨励褒賞 5題受賞 

 

本会会員が受賞された演題は次のとおりです（敬称

略）。研究に参画された会員諸氏の日ごろのご努力に敬

意を表します。 

 

産業動物学会優秀賞 

吉田 恵実（兵庫県立農林水産技術総合センター 畜産技術

センター） 

「黒毛和種子牛における離乳時の牛房移動がストレスに及

ぼす影響」 

濱﨑 健太（兵庫県農業共済連合会 淡路基幹家畜診療所） 

「乳牛の血乳症に対するプロジェステロン製剤の投与効果」 

 

産業動物学会奨励賞 

名部 美琴 （姫路家畜保健衛生所） 

「兵庫県内で検出された牛 RSウイルスの遺伝子解析」 

石川 翔 （兵庫県立農林水産技術総合センター 畜産技

術センター） 

「粉砕籾米の給与割合の違いが肥育豚の発育および肉質に

及ぼす影響」 

井上 雅介（兵庫県農業共済連合会 阪神基幹家畜診療所） 

「乳用牛の蹄底潰瘍への開放性ウエットドレッシング療法

の応用」 

 

小動物学会優秀賞 

梅下 雄介 （安田動物病院） 

「Corynebacterium urealyticumによる尿路感染症により高

アンモニア血症を来した犬の 1例」 

 

小動物学会奨励賞 

高瀬 奈美 （安田動物病院） 

「膵疾患関連性結節性皮下脂肪織炎の犬の 1例」 

築澤 寿栄 （安田動物病院） 

「肉芽腫性病変組織を用いた RT-PCRにより非滲出型猫伝

染性腹膜炎と診断し得た猫の 1例」 

 

第 54 回全国家畜保健衛生業績発

表会が開催されました。 

和田山家畜保健衛生所の取り組み優秀演題に選

ばれる 

 

さる４月 25、26 日に東京都内で開催された農林水

産省主催による「第 54 回全国家畜保健衛生業績発

表会」で、兵庫県代表として発表に臨んだ和田山家

畜保健衛生の演題が最優秀賞（農林水産大臣賞）に

次ぐ消費・安全局長賞を受賞しました。 

この発表会は、家畜保健衛生所の業務に関連した

事業、調査などの業績について全国的な規模で発

表討議を行うことで、家畜衛生事業などの向上に寄

与することを目的に毎年開催されているもので、今年

は全国各地での選抜を経て代表となった 48 題の発

表が行われました。 

内容は二部構成となっており、第Ⅰ部は家畜衛生

に関する行政的な演題であり、口蹄疫、鳥インフルエ

ンザの事前防疫対応について危機管理の取組が多

く発表されました。他には、オーエスキー病の清浄化

や農場ＨＡＣＣＰを通じてブランド化を図る取組等の

発表もあり、家畜保健衛生所の業務が生産者だけで

なく、消費者をも見据えて多岐にわたっていることが

うかがわれる内容でした。 

また、第Ⅱ部は家畜の保健衛生に係わる試験等に

関する演題で、豚コレラの検査キットに反応を示す反

芻獣ペスチウイルスの豚への感染事例や、各疾病に

おける検査手法の検討など専門性を発揮するような

発表が多く、最新の知見を得る良い機会となりまし

た。 

 ２日間の発表に対し、選考の結果、最優秀演題とし

て、第Ⅰ部は青森県の「オーエスキー病清浄化達成

までの 22 年間の取組」が、第Ⅱ部では茨城県の「豚

の反芻獣ペスチウイルス感染事例」が選出され、それ

ぞれ農林水産大臣賞が授与されました。 

和田山家畜保健衛生所は「高病原性鳥インフルエ

ンザの発生に備えた実践型防疫訓練」と題し、高病

原性鳥インフルエンザの防疫作業員の対応力不足

に対応するため、昨年度、所内及び農場等で実施し

た実践型防疫訓練の内容、成果等をとりまとめて発

表しました。その結果、優秀演題に選出され、他の22

題とともに消費・安全局長賞を受賞しました。 

このほか、岩手大学農学部の村上賢二氏より「牛

白血病に関する新知見」と題して特別講演も併せて

行われ、２日間にわたる発表会を終えました。 



「重大家畜伝染病の発生に備えた防

疫訓練」の開催！！ 

姫路家畜保健衛生所 防疫第１課、第２課 

 

平成２５年８月２９日（木）、姫路家畜保健衛生

所において実施しました（主催：姫路・和田山・

洲本家畜保健衛生所、公益社団法人兵庫県畜産協

会、参加者７２名）。この訓練は、近隣のアジア周

辺諸国で発生が続いている口蹄疫や高病原性鳥

インフルエンザの県内発生に備え、家畜防疫員

（県内家畜保健衛生所の職員等）及び各種防疫

作業の指導的役割を担う畜産担当職員（農林（水

産）振興事務所の職員等）のスキルアップを目

的に、繁殖豚３頭（体重約200kg）を使って実施

しました。 

今回の訓練で得られた知見を情報共有し、発生

時に迅速な対応ができるよう、引き続き危機管

理体制の維持強化に努めていきます。以下、当

訓練の概要をご紹介します。 

 

第１部 豚の緊急病性鑑定訓練 

・ 畜主に対する移動自粛、関係者以外の立入禁

止等の指導の徹底及び聞取調査。 

・ 異常豚の臨床検査。 

・ 異常豚の病変部位及び口腔、蹄部等の症状好

発部位の写真撮影（写真及び聞取事項を電子

メール送信）。 

・ 異常豚の口腔内等における水疱等から病変部

スワブ、血液等の検体採取。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部 研修会                                

（１） 口蹄疫、高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの概要 

（２） 発生時の防疫対応 

- 消毒ポイントの設置及び運営、国防疫

マップの活用について 

- 家畜の殺処分方法について 

 

第３部 実地訓練（畜産担当職員が体験） 

（１） 車両消毒訓練 

・ 動力噴霧器を使用した車両消毒訓練。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 豚の保定誘導訓練 

・ コンパネを使用した豚の誘導及び豚保定

器を使用した豚の保定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４部 殺処分訓練 

・ 電殺器を使用した豚の殺処分訓練。 

 

 

 

 

 

 

※第１、４部は家畜保健衛生所職員のみ対象。 

電殺器を使っ

た殺処分訓練 

保定器を使

った保定 

ｺﾝﾊﾟﾈを使

った誘導 

豚の病変部(口腔内)の撮影 



食肉衛生啓発用 DVD の成果と課題に

ついて   ２年間のアンケートの結果から 

食肉衛生検査センター 荻田 堅一 

 
はじめに 

平成１３年の牛海綿状脳症（BSE)の国内での発生や

その後相次いで発生した食品表示の偽装事件、腸管

出血性大腸菌 O-157による食中毒などにより、消費者

の食肉及び食肉関係事業者に対する不安や不信感が

募っている。このような状況の下、県では食の安全安心

推進計画に基づき、食肉の生産から販売に至るまでの

安全性の確保及び食肉に対する県民の信頼性の確保

を目指して様々な事業を実施している。 

食肉衛生検査センターでは、加古川食肉センター（食

肉処理場）と協力して食肉処理工程の見学を積極的に

受け入れているところであるが、平成２３年度からは県が

制作した食肉衛生に係る啓発用 DVDの視聴を見学プ

ログラムに組み込んでいる。見学終了後、見学及び

DVD視聴の感想のアンケートを実施している。今回、平

成２３年度から２年間のアンケートを集計し、DVDの

成果と課題について考えてみたい。 

 
1. DVD制作の経緯及び概要 

加古川食肉センターは、平成１２年のオンライン方

式（牛を一頭ずつフックでレールに吊り下げ、床や壁

に接触させずに解体する処理方式）へとリニューアル

する際に、２階からと畜処理工程全体を見渡せる見

学コースを整備し、見学希望者を積極的に受け入れ

てきた（写真）。見学コースは作業をガラス越しに遠く

から見る構造であるため、全体の工程の見学には適

しているが、手元の細かな部分まで確認するのは難

しい。そこで、

消費者への

食肉衛生啓

発活性化事

業において

食肉衛生に

係る啓発用

DVD及び

テキストを

作製するこ

ととなった。 

 

啓発用DVDのタイトルは「９６０日のいのち －安全安

心な食肉の生産から消費まで－」であり、牛の誕生から

消費者の食卓に並ぶまでと、その間の食肉衛生検査セ

ンターの業務（と畜検査、BSE検査など）を解説した４０

分程度のドキュメンタリー動画である。 

本 DVDの主なテーマは「食の安全」、「衛生管理」「命

の尊さ」及び「食育」であり、それらを視聴者にわかりや

すく伝えることが目的である。そのために、単なる食肉施

設の紹介や処理工程の解説だけにとどまらず、食肉と

なる牛の生産現場である繁殖・肥育農家、さらに食肉加

工、販売、消費の各段階における衛生管理対策等も取

り上げている。 

見学プログラムは、見学参加者の人数や時間の制約、

当日のと畜頭数等に左右されるが、多くの場合、始めに

施設を一通り見学した後、DVD を視聴するという流れで

ある。 

 
2. 見学者実績とアンケート結果 

最近の見学

者実績は表の

とおりである。

見学者内訳は

一般消費者の

ほか、食品関

係者や学校関

係者、さらに

人権団体、宗

教団体と様々

である。近年

は、特に学校

関係者が食育

の授業の一環

として見学に

来るケースが

多いように思

われる（図１）。 
 
施設見学、DVD視聴終了後に実施しているアンケ
ートの結果をグラフにまとめた。アンケートは、感

想を自由に記入してもらっており、それをいくつか

のキーワードで分類した（図２）。 
施設見学の感想では、「食の安全安心」に関するも

のが最も多く、次いで「食と命の尊さ」に関するも

のであった。個々の感想では、見学者は初め、食肉

処理場に漠然と暗い、汚いといったイメージを抱い

ているが、実際の施設は想像以上に明るく、自動化

されたオンレール方式や各工程での徹底した衛生管

理（食道及び肛門結紮、ナイフの温湯消毒など）に

驚かされた、というものが多く見られた。一方、DVD
視聴の感想では、「食と命の尊さ」に関するものが最

も多く、次に「食の安全安心」に関するものが続き、

施設見学とは逆になっている。これは、DVDは施

表 最近 5 年間の見学者実績 

年度 回数 見学者延人数 

20年度 12回 277人 

21年度 17回 446人 

22年度 22回 288人 

23年度 36回 576人 

24年度 40回 502人 

図 1 平成 24 年度の見学者内訳 

写真見学通路 

窓ガラス越しに工程全体が見渡せる。 



設見学の後に見ることが多く、すでに見学した施設

内部の様子や処理工程についてよりも食肉にするた

めに育てられた牛の一生の方が深く印象に残るため

とも考えられた。 
DVD視聴に関して、アンケートでは概ね好評であ
ると考えられたが、一方、少数ではあるが否定的な

感想もあり、その多くは、血が多く出る処理工程を

小学生や血が苦手な人などに見せることの影響を心

配するものであった。これに対しては、そのような

刺激の強いシーンのいくつかをイラスト等で編集し

直した別バージョンの DVDを用意している。しか
しながら、必要以上に隠すことは逆に誤った印象を

植え付けかねないとの考えから、事前に見学希望者

と綿密に話し合う等、運用面には十分な配慮をして

いる。 
 
3. まとめ 

本 DVDは概ね見学者に好評であり、DVDの制作
テーマについても見学者に理解されていると考えら

れ、本啓発事業は十分成果をあげていると思われた。

しかし、アンケートにおいて無回答の割合も多く、

今後は回答形式の変更等を検討する必要があると考

えられた。 
 
おわりに 

歴史的な経緯から多くの食肉処理場では見学に対

してあまり積極的とはいえない。その中で加古川食

肉センターでは、食肉の安全の啓発のために、施設

見学や DVD 制作に積極的に協力してくれている。

これらの啓発活動が行えるのも食肉センターの協力

があってこそであり、この場を借りて心より感謝申

し上げたい。 
 

 会員レポート  

臨床獣医師 3年目を迎えて 

兵庫県農業共済組合連合会  

淡路基幹家畜診療所 三原診療所   

小山 憲司 

今年の 4 月に 2 年間勤めた丹波診療所から、淡路

島の三原診療所に異動となり、早くも 3 ヵ月が過ぎま

した。三原は昔から酪農が盛んな地域である一方、

和牛の飼養頭数も多く、忙しくも刺激に満ちた臨床獣

医師 3 年目の日々を送っています。三原診療所は診

療に加えて、乳牛、和牛両方の人工授精も担ってお

り、朝、昼、夕方の三部体制で日々の業務に励んで

います。6 月頃からは、私が人工授精を行った牛達も

受胎が確認されはじめ、ほっと胸を撫で下ろしている

ところです。人工授精を行っていて印象的なのは和

牛の授精です。往診時にどの種雄牛を授精するべき

か相談を受けますが、市場価格の高い種雄牛が人気

である一方、近交係数の問題もあるため異なる系統

の種雄牛を授精する必要もあり、選択には悩まされま

す。また、生まれた子牛がいずれ母牛になる場合な

ども考えていくと種雄牛の選択は奥が深いものだと感

じます。但馬牛は歴史も深く、勉強していくと新しい発

見があり面白いです。 

前任地の丹波は比較的和牛の多い地域であり、多

頭飼養の農家も多くみられたため子牛の病気を診る

機会が多く、特に子牛の下痢が問題となっていました。

[平成 24年 4月新築の三原家畜診療所]  

図２ アンケート結果のキーワードによる分類 



治療に反応しないまま、出生した子牛が次々と発症し

ていき、発育不良に陥る個体もみられるなど、長期間

にわたる輸液などの対症療法を行うだけでは、畜主、

獣医師ともに負担が大きくなるばかりでした。そこで、

視点を変えて分娩前の母牛の飼養管理、特に妊娠

末期の蛋白充足率を増加させることで「強い子牛」を

産ませて、病気を予防するという試みを実施したとこ

ろ、子牛の下痢を減少させることができました。胎子

は妊娠末期に急速に成長が進みます。その時期の

母牛の栄養状態を改善することによって胎子の体格

や生後の免疫力によい影響を与えたものと考えられ

ました。この結果は、今年 2 月の家畜診療技術者研

究発表会で報告させて頂きました。 

和牛、乳牛どちらも診る事ができ、県内でも地域によ

り飼養状況も大きく異なることが兵庫の魅力であると

感じます。これからも日々の診療や人工授精に加え、

時には研究を通して、丹波での経験を生かしつつ、

三原でも多くのことを学びながら臨床獣医師として充

実した日々を送っています。 

 

明石海峡があつい!!! 

団体部会理事 西口 示 

今年は、明石海峡があつくなっています。 といって

も気温ではなく、春から蛸が異常につれていること、

そして、いつもより早く鯖、鰆、太刀魚がつれだしたこ

と、そして・・・そして・・・、鰤・メジロが連日釣れまくっ

ていること、「なんか変!!」・・・といっても、アングラーに

とってはうれしい限りです。連日、明石海峡の遊魚船

はいっぱいで、なかなか予約が取れない状況です 

その釣りかたは、ジギングといって、ルアーフィッシン

グの一種ですが、鉛でできたルアー(以下、メタルジ

グ)を海底まで落として、シャクリながら海面まで上げ

てくる釣りです。そのメタルジグを餌となる魚(以下、ベ

イト)と勘違いしたフイッシュイーター(魚を捕食する魚)

が釣れるというわけです。ベイトは、鯵・鰯・いかなご・

太刀魚の幼魚などですが、その時々で代わるので、

ベイトにあわせてメタルジグの形状やアクションを変え

ます。その魚とのやり取りが、この釣りの醍醐味だと思

います。同じルアーフィッシングでも、バスフィッシング

が横の釣りとすると、ジギングは縦のつりというイメー

ジです。メタルジグを海底まで落として、ロッドをシャク

リ上げてくると突然ドン・グイ・グィっと持って行かれる

感触は、例えると診療で子牛にロープをかけた時と似

ているかな・・・。引きは魚とはいえ思ったより力強いで

すよ。 

今年の「なんか変!!」な海の状況は、天候が影響し

ているようです。例年になく早い梅雨入りだったので

すが、梅雨入り宣言から一向に雨の降らない日が続

きました。大雨は７月に入ってからだと思っていたの

ですが、あっけなく早い梅雨明け宣言でした。 梅雨

が明けたら、かんかん照りの天気が続くのかと思った

ら、日本国中あちこちで「これまでに経験したことのな

いような大雨」で大きな被害が出ています。きょうも猛

烈な暑さですが、この号が出る頃には、過ごしやすく

なっていると思います。 

例年にない海水温の変化が魚の動きに影響して

いるのか、なにはともあれ、今年の明石海峡は大きな

魚で「あつく」なっています。ジギングの本番は 9 月か

ら 12月ぐらいまでですが、先生方も釣って楽しく食べ

ておいしい明石海峡の釣りに是非トライしてみてくだ

さい。 

遊漁船のホームページです。参考にしてください。 

魚  英 http://turibune-uoe.com/ 

西海丸  http://www.nishiumimaru.co.jp/ 

中島丸 http://www.geocities.jp/nakajimamaru/ 



新入会者紹介 
（平成 25 年 7-8 月入会） 
 

薮﨑 敏宏氏 

豊岡健康福祉事務所 

 抱負等 

今年度から兵庫県職員

の獣医師として働くこととなり

ました。初心を忘れずに頑

張っていきたいと思っており

ますので、皆様どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

前 譲太氏 

ジョウ動物病院（尼崎市） 

 抱負等 

尼崎市塚口本町にてジョ

ウ動物病院を開業しました、

前と申します。しばらく一次

診療から離れていたため戸

惑うことも多く、あわただしい

日々を過ごしております。まだまだ不勉強なことも多

く、諸先輩方にはご迷惑をかけるかもしれませんが、

どうぞこれからよろしくお願いします。 

 

 

石川 貴將氏 

兵庫県農業共済組合連合会 

淡路基幹家畜診療所 

 抱負等 

はじめまして。この度新し

く兵庫県獣医師会に入会し

ました石川貴將と申します。

兵庫県の川西市出身で、鳥

取大学を卒業し、産業動物

獣医師として帰ってきました。今はまだ先輩獣医師

や農家の方々にご指導いただく日々ですが、これ

から兵庫県獣医師会の一員として成長していきた

いと思います。 

 

田畑 早智氏 

兵庫県農業共済組合連合会 

東播基幹家畜診療所 

丹波診療所 

 抱負等 

はじめまして。このたび新

規入会させていただきます

田畑早智と申します。 

北海道の酪農学園大学を卒業し、出身地である

兵庫県に戻ってくることができ、大変嬉しく思ってお

ります。 

一日でも早く一人前の獣医師になれるよう努力し

てまいります。よろしくお願いいたします。 

 



 コラム メンタルヘルス  

「KY な人々」 

おくのクリニック 

精神科医  奥野 哲平 

 

“KY（空気が読めない）”や、“ニート”“引きこもり”と

いう言葉が流行りはじめてから久しいですが、いわゆ

る KY な人や引きこもりの人たちの中には、最近巷で

耳にするようになった「発達障害」の可能性がありま

す。 

 

発達障害は生ま

れながらにして持つ

障害ですが、家庭環

境や教育環境など、

患者さんに一定の

理解のある環境に身

を置いている間はそ

れが問題にならないため、障害の存在に気づくことが

なく、そのまま社会に出ることも少なくありません。社

会に出て、就職や転居などを機に、周囲の理解ある

環境から離れることで初めて問題が浮き彫りになるわ

けです。問題として、知能に問題があったり、冗談を

冗談としてとることができない、例え話をしてもその意

味が理解できない、言葉の綾が理解できないなどと

いった、他人とコミュニケーションをとる際に必要なこ

とが理解できなかったり、人の声や物音がやたらと耳

障りに感じるなど、聴覚の過敏さが問題として存在す

ることもあります。問題によっては、当人がそれらの自

覚を持つことが少ないですし、わざわざ周りの人がそ

れを指摘されることもありません。それゆえ、人知れず

疎外感を感じ、思い悩むことになります。ですので、

時にうつ病を併発したり、ストレスの増大により一時的

に被害妄想や幻聴が現れ、悩まされることもあります。

そのような症状に襲われ来院されても、我々精神科

医も発達障害の存在を検討せずに、「うつ病」や「統

合失調症」といった誤った診断の下、治療を行ってし

まうことも少なくありません。 

 

発達障害は原因が定かではありません。薬物によ

る治療も、抑うつ状態には抗うつ薬や抗不安薬、幻

覚や妄想には抗精神病薬を処方するといった対症

療法に限られます。そしてその効果は限定的である

ことがほとんどであり、期待はできません。薬物療法

はほどほどに、現在置かれている環境の調整や、患

者さん自身が状態を自覚した上で、患者さんなりの

生活の送り方、感情のコントロールの仕方を身に着け

る訓練をすることで問題が軽減すると言われています。

しかしながら、実は一般の心療内科医、精神科医に

とっても発達障害はまだまだ目新しい概念であり、そ

の対応に慣れておらず、専門医の支援を求めざるを

得なくなるのです。 

 

 

 事業所サポート  

今どきの旬の労務 ② 

株式会社 SR ネット関西 

社会保険労務士 西村 貴仁 

 

皆様、こんにちは。社会保険労務士の西村です。

前回からスタートした「今どきの旬の労務」、いかがで

しょうか？これからも、皆様のお役に立つ情報を提供

してまいりますので、ぜひご期待ください。 

さて今回は、最近話題になりつつある「未払い残業

代」について取り上げます。ここ最近、退職した従業

員から元の職場に対し未払い残業代を請求するケー

スが多発しています。つまり、「在職中に残業したの

にもらえなかった残業代○○万円を払え」と請求して

くる事案です。 

 

会社としては「未払いの残業代は存在しない」と主

張することになりますが、相手はそれなりの証拠（タイ

ムカードや、毎日の作業日報のコピー等）をそろえて



いる可能性が高く、争った場合に会社が不利になる

ことが多いのが特徴です。なぜなら、会社としては、

「残業していない」ということを証明するのが極めて困

難だからです。 

 

この請求は在職中ではなく退職後にされることが

多いという特徴があります。つまり、退職した元従業

員は何らしがらみがなくなったことから、いくら世話に

なった職場であっても（お金のためなら）おかまいなし

ということです。 

 

怖いのはこのような請求をけしかけている第三者の

存在です。インターネットを見ますと弁護士や司法書

士などによる「未払い残業代を取り戻せ」のようなペ

ージが多数存在しています。つまり、これらの者たち

が元従業員に代わって請求をしてくる可能性がある

のです。 

 

もちろん、残業代を払わないのは法令違反であり

それ自体が問題なのですが、中には思わぬ形で未

払い残業代が発生していることもあります。たとえば、

残業代相当として「○○手当」という名目で毎月定額

を払っているようなケースです。この場合は、たとえあ

らかじめ従業員に説明していたとしても、争えば最終

的には会社は負けることが多いのです。つまり、一定

時間分の残業代を定額で払うこと（固定残業代とい

う）自体は問題ないのですが、明確な合意がない場

合（口約束だけで書面がない）や、手当と残業代相

当額がアンバランスな場合（たとえば、残業５０時間分

を１万円のように）等は、固定残業代とはみなされず

別途残業代を払わなければならなくなることがままあ

ります。 

 

未払い残業代請求はあ

らゆる会社で起こされてお

り、今後も増加傾向は継続

するものと考えられていま

す。あらかじめ雇用契約や

就業規則等を整備しておく

ことでリスクが大きく軽減されますので、心配な方はぜ

ひ社会保険労務士などの専門家にご相談ください。 

 

 



第 31回兵庫県酪農祭～らくのうひょう

ごフェスティバル～が開催されます。 

 

平成２５年１１月２日（土）午前９時３０分か

ら淡路島酪農農業協同組合の淡路島牧場（南あわ

じ市）で開催されます。 

酪農祭では、県内酪農家が飼養する自慢の乳牛

の体型、資質及び能力を競い合う兵庫県乳牛共進

会や、乳牛とのふれあいや酪農への関心を高めて

もらうイベントが開催されます。  

本共進会には、全国トップレベルの乳牛が出品

され、昨年度、名誉賞を獲得した乳牛は、全国Ｂ

Ｗショウにおいてチャンピオンを獲得しました。 

また、「ひょうご県産牛乳まつり」の乳製品のつ

かみどりのほか、バター作り体験、子牛への哺乳、

乳牛の搾乳といった酪農体験が企画されていま

す。そして今年も先着１００名の小学生以下限定

の絵画コンクール「共進会場の乳牛を描こう」の

イベントも開催されます。子供達が描く、愛らし

い絵画が本会に花を添えることでしょう。是非、

楽しい酪農祭に、ご家族でおこしください。 

 

第 95回兵庫県畜産共進会のお知らせ 
 
標記の共進会が下記のとおり開催 されます

のでお知らせします。  
 

 

と き： 平成２５年１０月３１日（木） 

種牛・肉牛の部 午前８時２０分から 

肉牛のせり市  午後２時から 

ところ： 淡路ファームパーク イングランドの丘（南あ

わじ市八木養宜上１４０１） 

主 催： 全国農業協同組合連合会兵庫県本部 

出品予定：種牛の部 ４３頭、肉牛の部 ６５頭 
 

平成 25年度近畿地区鶏病技術研 

修会開催のお知らせ 
 
標記の研修会が下記のとおり開催 されます

ので、お知 らせします。  
 
とき 平成２５年１１月１日（金） 

１０：００～１６：００ 
ところ 兵庫県農業共済会館７階大会議室 

神戸市中央区下山手通４丁目１５－３ 
主催  鶏病研究会兵庫県支部 
内容  （１）講演｢鳥インフルエンザを中心とした最

近の鶏病発生状況について｣（仮題）講師 

鳥取大学 山口 剛士先生 
    （２）近 畿各府県鶏病事例発表  

 

平成25年度日本獣医師会「小動物臨

床講習会(近畿地区)」の開催のお知らせ 

 
と き 平成２５年９月２３日(月)１３: ００～１６ :００ 

ところ 明石商工会議所 

明石市大明石町１丁目2-1 

主 催 兵庫県獣医師会 

内 容 「犬の慢性肝炎の診断と治療」 

講 師 坂井 学 先生(日本大学) 

日本大学生物資源科学部 獣医学科獣医

内科学研究室専任講師 

  

事前申し込みは県獣事務局へお問い合わせくださ

 INFORMATION 



い。この講習会は、日本獣医師会の「獣医師生涯研

修事業」のポイント取得対象プログラムとして認定され

ております。 

 

小動物講習会のお知らせ 

と き 平成25年9月23日(月)11: 30～12 :30 

ところ 明石商工会議所 

明石市大明石町１丁目2-1  

主 催 東播支部 

 東播開業獣医師会 

内 容 「ペット動物と感染症～最近の話題～」 

鳥インフルエンザ及び狂犬病と、それに係

る法的な話、最近の話題としてマダニの

SFTS、ミドリガメのサルモネラの話などをお

話しいただきます。 

講 師 荻野 暢子 

兵庫県動物愛護センター三木支所 

表紙の写真 
近畿地区連合獣医師大会において担当地方

会としてあいさつされる三重県三野会長をはさん

で檀上左から立田会長、蔵内日獣会長です。 

 

会員ご家族のご不幸 

吉田 恵実氏（東播支部 畜産部会）の御尊父様

には 6月に、 
井上 雅介氏（神戸支部 団体部会）のご母堂様

には 9月にご逝去されました。 
ご冥福をお祈り致します。 

 

事務局日誌 

○ 7月～8月 

7/5 金 
近畿しゃくなげ会・技術研修会

（農業共済会館） 
会長 

12 金 
日獣事務事業担当者会議 

（Hフロラシオン青山） 
局長 

18 木 
馬事畜産振興協議会総会 

（園田競馬場） 
会長 

21 日 第４回理事会（中央労働センター） 

26 金 
公衆衛生協会理事会 

（兵庫県医師会館）         
局長 

8/22 木 
畜産協会臨時総会、全国但馬牛

枝肉共進会実行委員会総会  
会長 

 

編集後記 

○ 獣医師会報を奇数月に発行します。是非、原稿

をお寄せください。趣味の紹介、旅行記、自慢の

健康法など、お待ちしています。 

○ 一般社団法人の登記手続きが終わり、今年度 4

月から登記前日までの旧法人最後の決算を準備

中です。遅くとも１０月中旬には臨時決算総会の

開催を予定していますので、お忙しいところご協

力のほどよろしくお願いいたします。 

○ 8 月付で新事務職員の長谷川良子さんの勤務が

始まりました。皆様どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○ 今年度の大会・学会の同時開催は三重県獣医

師会の新しい試みでした。他にも近畿連合獣医

師会全体での新しい試みであるシンポジウムに

出席していただいた寺田先生（西播）、田中先生、

三谷先生（衛生課）、大変ありがとうございました。

また座長にご協力いただいた杉村先生（淡路）、

米富先生（西宮）、ありがとうございました。 

○ 紙面では紹介しきれま

せんでしたが日獣会

長感謝状が上山前副

会長（写真右）に、近

連会長表彰が芝野先

生、鈴木先生、田村先

生、酒井先生に贈呈さ

れました。おめでとうご

ざいます。 

○ メールアドレスを事務局へご連絡ください。HP の

改訂ごとにご通知させていただきます。 

 会務報告 



 



 



 





 



 


